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常
磐
大
学
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
開
催

　２
０
１
４
年
度
常
磐
大
学
同
窓
会
総

会
が
６
月
28
日（
土
）
に
、
常
磐
大
学

Ｑ
棟
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　総
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
池
田
正
則

会
長（
人
間
科
学
部
１
期
卒
）
よ
り「
是

非
自
分
の
学
年
ご
と
に
支
部
を
立
ち
上

げ
て
い
た
だ
い
て
、
総
会
に
少
し
で
も

多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　総
会
で
は
２
０
１
３
年
度
事
業
報
告

お
よ
び
決
算
な
ら
び
に
入
会
状
況
報
告

お
よ
び
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
２
０
１
４
年

度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
に
つ
い
て
満

場
一
致
で
可
決
さ
れ
、
総
会
は
閉
会
し

ま
し
た
。

　総
会
終
了
後
、
２
０
１
３
年
度
に
常

磐
大
学
同
窓
会
課
外
活
動
奨
励
金
制

度
に
よ
り
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
奨
励
金

の
給
付
を
受
け
た
学
生
団
体（
４
団
体
）

に
よ
る
、
課
外
活
動
成
果
報
告
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。（
詳
細
は
３
面
参
照
）

　そ
の
後
会
場
を
Ｑ
棟
内
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
・
ラ
バ
ッ
ツ
ァ
に
移
し

て
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
西
野
光

範
副
会
長（
人
間
科
学
部
２
期
卒
）
よ

▲森征一常磐大学学長

▲懇親会にて挨拶される
　佐藤守弘先生（元人間科学部長）
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２
０
１
４
年
度

り「
是
非
本
日
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
先

生
方
と
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。」
と
の
乾
杯
の
挨
拶

で
開
会
し
ま
し
た
。

　懇
親
会
に
は
会
員
42
名
の
ほ
か
、
教

員
５
名
、
報
告
を
行
っ
た
学
生
19
名
の

計
66
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　な
お
、
当
日
の
様
子
は
、
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

２０１３年度　常磐大学同窓会事業報告
１．会議の開催
　１）総会
　　　・開催日：２０１３年６月２９日（土）１４時３０分～１５時１５分
　　　・場　所：水戸三の丸ホテル２階
　　　・出席者：４９名
　　　・主な議案等：
　　　【報告】２０１２年度事業報告、２０１２年度決算、入会状況報告、役員選出
　　　【議案】２０１３年度事業計画、２０１３年度予算
　　　　　※　総会終了後に２０１２年度常磐大学同窓会課外活動奨励金受給者による報告会を実施した。
　２）懇親会（抽選会含む）
　　　・開催日：２０１３年６月２９日（土）１６時００分～１７時３０分
　　　・場　所：水戸三の丸ホテル３階
　　　・出席者：７２名
　３）幹事会
　　　実施時期および主な議案等：
　　　　　６月　１日　２０１２年度事業報告、２０１２年度決算について、役員の選出　等
　　　　１２月２２日　同窓会役員について、課外活動奨励金審査結果報告、常磐大学創立３０周年記念事業　等
　　　　　３月２９日　２０１４年度事業計画案承認、２０１４年度予算案承認　等

２．学生支援事業
　１）学園祭への援助金（２０１３年１０月）
　２）常磐大学創立３０周年記念寄附【学校法人常磐大学諸澤幸雄奨学金寄附】（２０１３年７月）
　３）常磐大学同窓会課外活動奨励金制度の実施（２０１３年１０月）
　　【奨励金給付団体】
　　　　①「Ｍ４（エムフォー）」
　　　　　ひたちなか市那珂湊地区で開催される「みなとメディアミュージアム」に
　　　　　参加し来場者対応や運営等のサポート活動の実施
　　　　②池田幸也ゼミナール
　　　　　外国人の母子家庭への子供に対する学習支援ボランティア活動の実施
　　　　③ＴＥＡＭ　ＭＡＳＡ
　　　　　�視覚障害者がさわって鑑賞できる「触覚型展示資料」による「さわれる富

嶽三十六景」の制作及び山梨県立博物館での展示解説の実施
　　　　④地域政策研究会
　　　　　�水戸市中心市街地及び笠間市において地・産・学連携体制を構築し、地域活性

化に向けた情報を現地調査により収集し、広く発信するソフトの実用化を目指す

３．会員への大学情報の発信
　　・内　容：会報「ときわの風」を発行し、会員へ送付
　　・��時　期：第１７号（２０１３年８月３０日発行）
　　　　※　２０１４年２月に予定していた第１８号は、次年度７月に予定している第１９号と合併号として発行する。

４．常磐大学同窓会ホームページの維持および管理
　　内　容：異動情報受付　等

５．卒業生の個人情報管理
　　・管理情報：氏名、学籍番号、住所、電話番号、勤務先、ゼミナール、サークル等
　　・時　期：随時更新

以　上

2013 年度　常磐大学同窓会決算書
常磐大学同窓会財務部

収入の部� （単位：円）

項　　目 決算額 予算額 差異額 備　　　　　　　考

会費収入 12,720,000� 12,860,000� �△�140,000� 新入会員�636名（新卒635名＋既卒1名）

事業収入 216,000� 300,000� �△�84,000� 懇親会費（72名）

雑収入 48,986� 100,000� �△�51,014� 預金利息等

積立金等運用収入 525,922� 528,000� �△�2,078� 積立金の運用に伴う利金

小　　計 13,510,908� 13,788,000� �△�277,092�

前年度
繰越金

現預金 59,041,420� 59,041,420� 0�

積立金等 80,000,000� 80,000,000� 0� ｵﾘｯｸｽ㈱社債、定期預金（大和ﾈｸｽﾄ銀行）

小　　計 139,041,420� 139,041,420� 0�

合　　計 152,552,328� 152,829,420� �△�277,092�

支出の部� （単位：円）

項　　目 決算額 予算額 差異額 備　　　　　　　考

人件費支出 0� 10,000� �△�10,000�

消耗品費支出 26,155� 156,000� �△�129,845� 印刷用紙、印刷機消耗品等

交通費支出 17,200� 125,000� �△�107,800� 幹事会出席者（学外幹事）等交通費

慶弔費支出 0� 100,000� �△�100,000�

通信費支出 1,841,570� 3,124,000� �△�1,282,430� 会報等郵送料

印刷費支出 282,224� 960,000� �△�677,776� 会報、封筒等

会議費支出 839,594� 970,000� �△�130,406� 幹事会、総会等

渉外費支出 0� 20,000� �△�20,000�

業務委託費支出 204,324� 252,000� �△�47,676� 発送物袋詰作業等

雑費支出 4,854� 10,000� �△�5,146� 振込手数料等

支援事業費支出 841,860� 2,200,000� �△�1,358,140� 学園祭援助、学生課外活動奨励金

寄附金支出 3,000,000� 3,000,000� 0� 大学奨学金制度（大学30周年記念事業）

小　　計 7,057,781� 10,927,000� �△�3,869,219�

次年度
繰越金

現預金 65,494,547� 61,902,420� 3,592,127�

積立金等 80,000,000� 80,000,000� 0� ｵﾘｯｸｽ㈱社債、定期預金（大和ﾈｸｽﾄ銀行）

小　　計 145,494,547� 141,902,420� 3,592,127�

合　　計 152,552,328� 152,829,420� �△�277,092�

２０１４年度　常磐大学同窓会事業計画

月
事　業　内　容

常磐大学同窓会課外活動奨励金
（以下、課外活動奨励金）に関する事業

４

・課外活動奨励金
（以下、課外活動奨励金）募集
（応募締切�：�
　学生プロジェクト奨励金�５月末、
　スポーツ・文化活動奨励金�２月末）

５ ・幹事会
（前年度決算報告、前年度事業報告）

６ ・総会・懇親会（６月２８日（土）開催）

７ ・同窓会会報発送
（第１８号・第１９号合併号）

・課外活動奨励金
（学生プロジェクト奨励金）選考

８ ・課外活動奨励金
（学生プロジェクト奨励金）審査

９

１０ ・学生支援事業（学園祭援助） ・課外活動奨励金
（学生プロジェクト奨励金）授与式

１１ ・幹事会

１２

１

２ ・同窓会会報（第２０号）発送 ・課外活動奨励金
（スポーツ・文化活動奨励金）選考

３ ・幹事会
（次年度予算案承認、次年度事業計画案承認）

・課外活動奨励金
（スポーツ・文化活動奨励金）審査
（課外活動奨励金
（スポーツ・文化活動奨励金）
　授与式は 2014 年度 5月に実施）

上記の他、会員の個人情報管理および常磐大学同窓会ホームページ管理を行う。

（補足）
　１．課外活動奨励金事業の募集、選考および審査の業務は、常磐大学に委託する。
　２．同窓会会報に総会の議決内容および報告内容を掲載する。
　３．参考として裏面に課外活動奨励金の全体スケジュールを掲載した。

2014 年度　常磐大学同窓会予算書

収入の部� （単位：円）

項　　目 本年度予算額 前年度予算額 差異額 備　　　　　　　考

会費収入 13,160,000� 12,860,000� 300,000� 2014年度新入会員（新卒653名＋既卒5名×　20,000円）

事業収入 70,000� 300,000� �△�230,000� 懇親会会費収入（70名×　1,000円）

雑収入 100,000� 100,000� 0� 預金利息等

積立金等運用収入 528,000� 528,000� 0�

小　　計 13,858,000� 13,788,000� 70,000�

前年度
繰越金

現預金 65,494,547� 59,041,420� 6,453,127�

積立金等 80,000,000� 80,000,000� 0� ｵﾘｯｸｽ社債、定期預金

小　　計 145,494,547� 139,041,420� 6,453,127�

合　　計 159,352,547� 152,829,420� 6,523,127�

支出の部� （単位：円）

項　　目 本年度予算額 前年度予算額 差異額 備　　　　　　　考

人件費支出 10,000� 10,000� 0�

消耗品費支出 149,000� 156,000� �△�7,000� 印刷用紙、印刷機消耗品、総会関係等

交通費支出 85,000� 125,000� �△�40,000� 幹事、総会教員交通費等

慶弔費支出 100,000� 100,000� 0� 慶弔関係

通信費支出 3,129,000� 3,124,000� 5,000� 会報、総会案内送付等

印刷費支出 1,235,000� 960,000� 275,000� 会報、封筒印刷等

会議費支出 287,000� 970,000� �△�683,000� 総会、幹事会等

渉外費支出 20,000� 20,000� 0� 会報原稿執筆謝礼、取材先土産等

業務委託費支出 236,000� 252,000� �△�16,000� 発送物袋詰作業、会報取材委託等

雑費支出 10,000� 10,000� 0� 振込手数料等

支援事業費支出 2,200,000� 2,200,000� 0� 学生課外活動奨励金、学園祭補助、支部活動補助等

寄附金支出 0� 3,000,000� �△�3,000,000�

小　　計 7,461,000� 10,927,000� �△�3,466,000�

次年度
繰越金

現預金 71,891,547� 61,902,420� 9,989,127�

積立金等 80,000,000� 80,000,000� 0� ｵﾘｯｸｽ社債、定期預金

小　　計 151,891,547� 141,902,420� 9,989,127�

合　　計 159,352,547� 152,829,420� 6,523,127�

（4）☆情報満載の同窓会ホームページも是非ご覧下さい。　　　http://www.tokiwa.ac.jp/~dosokai/
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風
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に
掲
載
す
る
会
員
の
皆

さ
ま
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
日
々
の
雑
感
・
近
況
報
告
な
ど
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
編
集
の
都
合
上

８
０
０
字
程
度
で
お
願
い
し
ま
す
。）

　な
お
、
掲
載
さ
れ
た
方
に
は
、
薄
謝

進
呈
い
た
し
ま
す
。
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　村
田
× 

─ 

○
瀧
沢
（
流
経
大
）

２
回
戦

　伊
師
× 

─ 

○
比
佐
（
茨
大
）

　青
木
○ 

─ 

×
鹿

　

 

（
結
城
）

３
回
戦

　青
木
× 

─ 

○
金
井
（
日
立
）

秋
季
戦
績

○
第
39
回
関
東
女
子
学
生
剣
道
優
勝
大
会

１
回
戦

　常
磐
大
学

　対

　駿
河
台
大
学

　青
木 

─ 

中
村

　高
田
○ 

─ （
棄
権
）

　山
口 

─ 

太
田

　村
田
○ 

─ （
棄
権
）

　伊
師
○ 

─ 

八
巻

２
回
戦

　常
磐
大
学

　対

　国
士
舘
大
学

　高
田
× 

─ 

○
田
村

　村
田
× 

─ 

○
須
田

　山
口
× 

─ 

○
山
本

　青
木
× 

─ 

○
伊
藤

　伊
師
× 

─ 

○
末
弘

○
第
14
回
関
東
女
子
学
生
剣
道
新
人
戦
大
会

１
回
戦

　常
磐
大
学

　対

　東
京
女
子
体
育
大
学

　村
田
× 

─ 

○
奥
井

　青
木
○ 

─ 

×
川
添

　高
田
× 

─ 

○
元
吉

○
第
８
回
関
東
女
子
学
生
剣
道
新
人
戦
大
会

予
選
リ
ー
グ

　山
口
× 

─ 

○
永
留
（
鹿
屋
体
育
大
学
）

　村
田
× 

─ 

○
西
原（
聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
）

　青
木
○ 

─ 

×
藤
井
（
徳
島
文
理
大
学
）

決
勝
リ
ー
グ

　青
木
× 

─ 

○
奥
村
（
鹿
屋
体
育
大
学
）

春
季
戦
績

○ 

北
関
東
学
生
弓
道
春
季
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

大
会
…
予
選
敗
退

（
出
場
者
）
… 

小
山

　祥
太
、
渡
邊

　春

樹
、
神
永

　光
、
岡
本

　

健
太
郎
、
山
中

　裕
輔

○
全
関
東
学
生
弓
道
選
手
権
大
会

　

（
個
人
の
部
）
予
選

（
出
場
者
）
… 

小
山

　祥
太
、

　岡
本

　

健
太
郎
、
山
中

　裕
輔

（
二
次
予
選
出
場
）
… 

小
山

　祥
太
、

　

山
中

　裕
輔

○ 

全
関
東
学
生
弓
道
選
手
権
大
会
…
予
選

敗
退

　

（
出
場
者
）
… 

小
山

　祥
太
、渡
邊

　春
樹
、

神
永

　光
、岡
本

　健
太
郎
、

山
中

　裕
輔

秋
季
戦
績

○
北
関
東
学
生
弓
道
秋
季
リ
ー
グ
戦

　３
部
リ
ー
グ

　女
子
団
体

　常
磐
大
学

　14 

─ 

７

　足
利
工
業
大
学

　常
磐
大
学

　14 

─ 

６

　足
利
工
業
大
学

　常
磐
大
学

　不
戦
勝

　足
利
工
業
大
学

３
勝
０
敗

　２
部
リ
ー
グ
３
部
リ
ー
グ
入
替
戦

　女
子
団
体

　常
磐
大
学

　16 

─ 

32

　帝京
大
学
宇
都
宮
キ
ャ
ン
パ
ス

３
部
残
留

４
月

　入
学
式
参
加 

７
月

　

 

水
戸
市
芸
術
祭
「
市
民
音
楽
会
」
へ
の
参
加

　
　
　

 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

８
月

　

 

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
茨
城
県
大
会

　
　
　大
職
一
般
の
部
Ａ
部
門

　出
場

　
　
　

 

常
磐
大
学
＆
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ

ク
コ
ラ
ボ
で
―

　依
頼
演
奏

　同
窓
生
の
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。
私
は
、

理
数
系
の
科
目
を
担
当
し
て
き
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
て
、
文
系
卒
業
生
と
理
系
の
学
び

に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
常
磐

大
学
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
文
系
の
大
学
な
の

で
、
理
系
の
学
問
や
ニ
ュ
ー
ス
に
は
あ
ま
り
興

味
を
持
た
な
い
人
や
敬
遠
す
る
人
も
少
な
く

な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
球
温
暖
化
を

含
む
環
境
問
題
、地
震
や
地
質
に
関
す
る
問
題
、

原
発
や
放
射
線
の
問
題
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
、

食
や
農
業
の
問
題
、
医
療
を
含
む
生
命
科
学

の
問
題
、
電
子
機
器
を
含
め
た
情
報
通
信
の
急

激
な
発
展
の
問
題
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く

社
会
環
境
に
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
理
系
の

問
題
が
意
外
な
ほ
ど
多
く
み
ら
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
の
影
響
は
一

般
の
人
が
受
け
る
の
で
す
か
ら
、
専
門
家
や
政

治
家
、
行
政
に
任
せ
て
お
け
ば
よ
い
と
い
う
も

の
で
も
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
我
々
が

子
供
の
時
は
長
距
離
走
の
時
に
は
水
を
飲
ん
で

は
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
教
わ
っ
て

い
た
と
思
い
ま
す
し
、
つ
い
こ
の
間
ま
で
体
に

良
い
と
い
わ
れ
て
い
た
植
物
性
の
食
用
油
の
一

部
も
、
現
在
で
は
健
康
上
怪
し
い
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
専
門
家
で
あ
っ

て
も
時
に
は
間
違
え
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

　さ
て
、
身
の
回
り
の
問
題
の
中
で
、
最
近
活

況
を
見
せ
て
い
る
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
ア
ニ
メ
映
画
「
ア
ナ
と

雪
の
女
王
」
の
劇
中
歌
に
つ
い
て
世
界
中
が
お

国
自
慢
の
よ
う
に
自
国
の
言
葉
、
歌
詞
や
歌

い
手
を
誇
り
に
思
い
、
ま
た
他
国
の
言
葉
に
関

心
を
寄
せ
る
と
い
う
状
況
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
内
で
は
、
各
地
方
の
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」

や
「
B
級
グ
ル
メ
」
に
つ
い
て
も
盛
り
上
が
り

が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
現
象
と
同
じ

よ
う
に
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
も
各
地

域
が
特
性
を
生
か
し
て
競
い
合
え
ば
、
地
域

は
も
ち
ろ
ん
日
本
全
体
の
将
来
も
も
っ
と
希

望
に
満
ち
た
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
ん
な
に
甘
く
は
な
い
と
い
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
地
域
振
興
や
過
疎
対
策
、

災
害
時
の
電
力
供
給
源
と
し
て
有
効
な
手
立

て
と
な
り
得
る
と
思
い
ま
す
し
、
茨
城
県
で

も
、
既
に
実
績
が
あ
る
上
に
拡
大
予
定
の
鹿

島
地
域
の
風
力
発
電
や
、
県
南
の
バ
イ
オ
マ

ス
等
の
ほ
か
に
、
未
利
用
の
工
業
用
地
で
の
大

規
模
太
陽
光
発
電
が
始
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
情
報
は
、
情
報
大
手
の
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
が
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
参
入
し
た
経
緯

も
あ
り
、
関
連
会
社
か
ら
速
報
さ
れ
、
あ
る

程
度
各
地
の
競
い
合
い
の
よ
う
な
状
況
が
実

現
し
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
電
力
の
固
定
価

格
買
取
制
度
が
し
ぼ
ん
で
し
ま
え
ば
、
ま
た

下
火
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
わ
け
で
す

が
、
住
民
が
あ
る
程
度
の
自
然
科
学
の
素
養

に
基
づ
く
見
識
を
持
っ
て
見
守
っ
て
い

れ
ば
、
国
全
体
の
判
断
も
違
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
電
力
価
格

の
上
昇
や
安
定
供
給
の
問
題
へ
の
対
処

の
ほ
か
、
景
観
や
環
境
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
と
ど
め
、
地
域
に
利
益
や
雇
用

が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
に
は
、

文
系
を
含
む
一
般
の
人
が
理
科
的
な
素

養
も
得
て
参
加
し
た
り
関
心
を
寄
せ
た
り
す

る
こ
と
が
絶
対
必
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　タ
イ
ト
ル
に
書
い
た
学
び
と
い
う
言
葉

は
重
す
ぎ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
学
校
の

勉
強
と
し
て
で
は
な
く
、
自
分
の
問
題
と

し
て
捉
え
て
学
ぶ
と
、
意
外
に
興
味
を
持

て
た
り
す
る
も
の
で
す
。
日
本
の
庶
民
は
、

大
変
な
国
難
で
あ
っ
た
黒
船
来
航
時
に
も
、

好
奇
心
を
も
っ
て
臨
ん
だ
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
好
奇
心
を
も
っ
て
接

す
る
の
が
一
番
良
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
相
反
す
る
見
方
の
あ
る
分
野
で

は
、
で
き
る
だ
け
両
方
の
主
張
を
知
っ
た

上
で
、
ご
自
分
で
判
断
さ
れ
る
よ
う
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

MESSAGE

社
会
に
出
て
も
理
系
の
学
び
を

　今
年
は
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
の
影
響
で
、
冷

夏
と
な
る
予
想
も
ど
こ
へ
や
ら
、
梅
雨
入

り
前
か
ら
暑
く
な
り
、
梅
雨
入
り
に
よ
っ

て
一
旦
暑
さ
が
収
ま
っ
た
と
安
心
し
て
い

た
が
、
梅
雨
が
明
け
て
み
れ
ば
、
更
に
暑

い
。
例
年
に
な
い
暑
さ
が
続
い
て
い
る
。

こ
こ
数
年
の
気
象
は
、
前
例
が
参
考
と
な

ら
な
い
状
況
の
よ
う
で
、
気
象
庁
の
発
表

も
余
り
当
た
っ
て
は
い
な
い
。
気
象
だ
け

で
は
な
く
、
社
会
も
変
化
を
続
け
、
自

身
の
業
務
で
も
前
例
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
で
考
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
が
増
え
て
き
た
よ
う
に
思

え
る
。
こ
の
同
窓
会
の
こ
れ
か
ら
を
考
え

る
場
合
で
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
と
思

う
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
る
た
め
に

も
、
会
員
の
皆
様
の
生
の
声
が
聴
き
た
い

と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。�

（
久
）

 

＊ 

編
集
後
記 

＊

　
常
磐
大
学
同
窓
会
事
務
局
は
、
会
員
の
皆
様
に
大
学
の
情
報
、
同
窓
会
活
動

の
情
報
を
お
届
け
す
る
た
め
「
と
き
わ
の
風
」
を
編
集
・
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
会
報
が
会
員
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
の
か
、
ま
た
会
員
の
皆
様
が
会
報
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
情
報
を
求
め
て
い

る
の
か
を
知
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
会
報
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
常

磐
大
学
同
窓
会
事
務
局
ま
で
メ
ー
ル
に
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
同
窓
会
事
務
局

と
し
て
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・
ご
要
望
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

［
送
付
先
］
常
磐
大
学
同
窓
会
事
務
局

　

dosokai@
tokiw

a.ac.jp

【「
と
き
わ
の
風
」
へ
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。】

人間科学部長・教授
常磐大学同窓会顧問

三澤　　進
筑波大学大学院物理学研究科博士
課程単位取得退学。理学博士
専門：�物性理論物理学、複雑系の

科学

先生

体
育
会
＆
文
化
連
合
活
動
報
告

 

■ 

吹
奏
楽
団

 

■ 

弓
道
部

　異
動
情
報
の
更
新
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　ご
住
所
や
ご
氏
名
の
変
更
等
に
よ
り
、
本
会
か
ら
の
ご
連
絡
を
お
届
け
で
き
て
い
な
い

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　ご
住
所
や
ご
氏
名
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　そ
の
他
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま
の
近
況
報
告
等
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

＊
同
窓
会
のH

P

か
ら
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

http://w
w
w
.tokiw

a.ac.jp/̃dosokai

　メ
ー
ル

：dosokai@
tokiw

a.ac.jp

　F
a
x

：

０
２
９
‐
２
３
１
‐
６
０
７
８

　郵
送

：

〒
３
１
０
‐
８
５
８
５

　水
戸
市
見
和
１
‐
４
３
０
‐
１

　常
磐
大
学
内

　常
磐
大
学
同
窓
会
事
務
局
宛
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健
康
栄
養
学
科
卒
業
生
へ

『
栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
担
い

手
に
な
る
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
募
集
中
』

　生
活
習
慣
病
の
予
備
軍
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ

る
中
で
、
茨
城
県
栄
養
士
会
は
県
民
の
健
康
づ
く

り
を
積
極
的
に
支
援
す
る
た
め
に
「
栄
養
ケ
ア
・
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
設
し
、
県
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
栄
養
ケ
ア
事
業
を
実
践
で
き
る
人
材
育
成
・

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
を
企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。

　研
修
修
了
者
に
は
特
定
保
健
指
導
や
診
療
所
等

で
の
栄
養
相
談
、
介
護
予
防
の
栄
養
支
援
等
の
仕

事
を
斡
旋
し
ま
す
。
関
心
の
あ
る
栄
養
士
・
管
理
栄

養
士
の
方
、あ
な
た
の
力
を
発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　６
月
28
日
（
土
）
に
行
わ
れ
た
２
０
１
４
年
度
常
磐
大
学
同
窓
会
総
会
の
閉

会
後
、
常
磐
大
学
同
窓
会
課
外
活
動
奨
励
金
制
度
に
よ
り
２
０
１
３
年
度
に
学

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
奨
励
金
の
給
付
を
受
け
た
４
団
体
の
学
生
に
よ
る
、
成
果
報

告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

常磐大学「卒業生子女入試」が始まります！
　卒業生の子女（３親等以内の親族を含む）で、当該卒業生の推薦
を受けた方が出願できる入学試験です。
　建学の精神や教育理念を深く理解し、本学への入学を強く希望す
る、意欲的な方を求めています。

た
妹
も
は
じ
め
の
頃
と
比
べ
て
だ
い
ぶ
会
話
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
な
お
、
い
た
だ
い
た
奨
励

金
は
、
交
通
費
、
文
房
具
・
学
習
教
材
な
ど
の

購
入
費
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
こ
の
活
動
は
池
田
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
後

輩
に
引
き
継
ぎ
、
現
在
も
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
こ
の
活
動

を
続
け
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、

奨
励
金
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で

き
た
か
ら
で
す
。

本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　こ
の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
水
戸
市
役

所
か
ら
依
頼
を
受
け
、
私
た
ち
が
所
属
す
る
池
田

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
先
輩
た
ち
が
始
め
た
活
動
で
す
。

　そ
の
活
動
を
私
た
ち
が
引
き
継
ぎ
、「
学
校

の
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
」
と
「
学
校
生
活
に
向
け

た
関
係
作
り
の
サ
ポ
ー
ト
」
を
目
的
と
し
、
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
支
援
を
行
っ
た
の
は

ガ
ー
ナ
人
と
日
本
人
の
ハ
ー
フ
の
姉
妹
で
、
当

時
姉
は
高
校
１
年
生
、
妹
は
中
学
１
年
生
で
し

た
。
は
じ
め
の
う
ち
は
勉
強
の
仕
方
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
が
わ
か
ら
ず
打
ち
解

け
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
時
間
が

経
つ
に
つ
れ
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
き
て
、
そ
れ
ぞ

れ
に
合
っ
た
勉
強
法
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
姉
は
苦
手
だ
っ
た
数
学
で
赤
点
を
取

る
こ
と
が
な
く
な
り
、
人
見
知
り
で
静
か
だ
っ

池
田
幸
也
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　
～
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
学
科�

　
大
隅
彩
香
さ
ん

　
他
９
名

た
作
品
は
、
山
梨
県
立
博
物
館
に
お
け
る
シ
ン
ボ

ル
展
に
て
「
さ
わ
れ
る
冨
嶽
三
十
六
景
」
の
特
別

コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
山

梨
県
立
博
物
館
以
外
に
、
大
阪
市
日
本
ラ
イ
ト
ハ

ウ
ス
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
、
神
戸
市
六
甲
山
の
上

美
術
館
に
寄
贈
し
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
感
謝
状
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　な
お
、
奨
励

金
は
、
資
料
作

成
費
、
交
通
費
、

宿
泊
費
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
、

お
か
げ
さ
ま
で

有
意
義
に
活
動

す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

　Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
は
、
さ
わ
っ
て
鑑
賞
で
き
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
資
料
の
作
成
、展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
は
「
す
べ
て
の
人
の
幸
せ
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
を
大
切
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
が
作
成
し
て
い
る
「
さ
わ
れ
る
冨
嶽
三
十
六

景
」
は
、
す
べ
て
の
人
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
富
士
山
の
文
化
的
側
面
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　視
覚
障
が
い
を
も
つ
方
だ
け
で
な
く
、
お
子
様

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
も
が
指
で
な
ぞ
っ
て
、
目

で
見
て
楽
し
く
鑑
賞
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。
作
品
は
ス
ウ
ェ
ル
ペ
ー
パ
ー
と
呼
ば

れ
る
、
熱
発
泡
カ
プ
セ
ル
が
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
状
に

は
さ
ま
れ
た
特
殊
な
紙
を
使
い
、
元
の
画
像
を
モ

ノ
ク
ロ
化
し
、
用
紙
に
印
刷
、
加
熱
す
る
こ
と
で

触
覚
型
資
料
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
作
成
し

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ�

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ

　
～
触
覚
型
資
料
「
さ
わ
れ
る
富
嶽
三
十
六
景
」
作
成
～

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
学
科�

　
塙
真
理
子
さ
ん

　
他
２
名

だ
き
ま
し
た
。

　自
分
た
ち
で
お
金
を
工
面
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
を
、
奨
励
金
を
頂
い
た
お
か
げ
で
、

ア
プ
リ
の
情
報
収
集
の
活
動
や
コ
ン
ペ
に
集
中

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

奨
励
金
を
こ
の
一
連
の
活
動
の
経
費
と
し
て
使
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
た
た

め
、
別
に
会
費
を

集
め
、
学
生
Ｎ
Ｐ

Ｏ
を
設
立
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
支
援
い
た

だ
き
ま
し
て
、
誠

に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　私
た
ち
は
現
在
、
水
戸
市
・
笠
間
市
・
地
元

Ｉ
Ｔ
企
業
と
連
携
し
、
ま
ち
な
か
を
案
内
す
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
協
働
事
業
に
お
い
て
、
私
た
ち
は

ア
プ
リ
に
登
録
す
る
情
報
の
収
集
お
よ
び
登
録

作
業
の
役
割
を
担
い
、
実
際
に
街
を
歩
い
て
、

お
店
な
ど
の
情
報
収
集
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
昨
年
、
川
越
で
行
わ
れ
た
日
本
公
共

政
策
学
会
の
学
生
コ
ン
ペ
で
こ
の
取
り
組
み
の

プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、
最
上
位
に
あ
た
る
市
長
賞

を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　奨
励
金
は
、
学
生
コ
ン
ペ
参
加
に
伴
う
交
通

費
や
宿
泊
費
、
プ
レ
ゼ
ン
内
容
を
ま
と
め
る
に

あ
た
っ
て
行
っ
た
水
戸
市
や
笠
間
市
を
他
の
自

治
体
と
比
較
す
る
調
査
経
費
、
ア
プ
リ
の
情
報

収
集
活
動
に
か
か
っ
た
経
費
に
使
わ
せ
て
い
た

地
域
政
策
研
究
会

　
～
ま
ち
な
か
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
「
街
知
」
の
構
築
～

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
地
域
政
策
学
科

　
栗
田
ま
す
み
さ
ん

　
他
２
名

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
奨
学
金
を
受
け
取
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
実
際
に
那
珂
湊
に
行
っ
て
こ
れ

ら
の
様
々
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や

企
画
運
営
能
力
な
ど
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
方
々
と
の
関
係
を

築
く
楽
し
さ
と
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
今
後
は
地
域
の
方
々
と
の
さ
ら
な

る
連
携
を
行
い
、

那
珂
湊
地
区
を

た
く
さ
ん
の
人

に
訪
れ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

Ｍ
４

　
～
み
な
と
メ
デ
ィ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
共
同
運
営
＆
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ａ
ま
ち
な
か
ラ
ボ
実
施

人
間
科
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

　
増
子
詩
織
さ
ん

　
他
２
名

　Ｍ
４
と
は
、
み
な
と
メ
デ
ィ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
Ｍ
Ｍ
Ｍ
）
in
水
戸
と
い
う
名
前
の
略
称
で
す
。

主
に
私
た
ち
は
Ｍ
Ｍ
Ｍ
の
共
同
運
営
や
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ

Ｗ
Ａ
ま
ち
な
か
ラ
ボ
の
実
施
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　Ｍ
Ｍ
Ｍ
は
ひ
た
ち
な
か
海
浜
鉄
道
湊
線
沿
線
で

行
わ
れ
る
今
年
で
６
回
目
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
ア
ー

ト
作
品
の
展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
夏
の

約
１
か
月
間
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
の

中
で
地
域
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
、
地
域
の
方

と
交
流
し
た
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
補
助
を
行
っ

た
り
、
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ

Ｗ
Ａ
ま
ち
な
か
ラ
ボ
は
、
ひ
た
ち
な
か
市
の
那
珂

湊
地
区
の
商
店
街
で
毎
月
第
３
土
曜
日
に
行
わ
れ

る
Ｄ
ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
小
さ
な

お
祭
り
で
実
施
し
て
い
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

　奨
学
金
は
私
た
ち
の
交
通
費
と
し
て
使
わ
せ

試験日 2014 年 11 月８日（土）

推薦できる方 常磐大学（大学院を含む）、常磐短期大学、常磐大
学高等学校、智学館中等教育学校の卒業生

出願できる方 上記の卒業生の子女（３親等以内の親族を含む）で、
当該卒業生の推薦を受けた方

※上記の他に出願資格があります。
　 詳細はアドミッションセンター（TEL：029-232-2504，FAX：

029-232-2743）までお問い合わせください。

【お問い合わせ・お申し込み先】
公益社団法人　茨城県栄養士会
TEL ：029-228-1089
FAX：029-228-4271

　こ
の
制
度
は
、
常
磐
大
学
の
発
展
お
よ
び
社
会
貢
献
に
寄
与
で
き
る
ま
た
は

そ
れ
が
期
待
で
き
る
学
生
の
課
外
活
動
に
対
し
て
、
奨
励
金
を
給
付
し
、
同
窓

会
活
動
に
対
す
る
認
知
度
や
理
解
度
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
２
０
１
１
年
度

に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

課
外
活
動
奨
励
金
を
受
け
た
学
生
の
活
動
報
告

（2）

常
磐
大
学
学
生
が
「
水
戸
黄
門

ま
つ
り
市
民
カ
ー
ニ
バ
ルin 

M
ito

」
に
参
加

　２
０
１
４
年
８
月
２
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ

た
「
水
戸
黄
門
ま
つ
り
市
民
カ
ー
ニ
バ
ルin 

M
ito

」
に
本
学
学
生
52
名
と
教
職
員
等
13
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　４
月
に
「
地
域
社
会
活
動
へ
の
参
加
を
通
じ

て
、
学
生
の
社
会
的
経
験
を
豊
か
に
す
る
と
共

に
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
集
団
的
組
織
的
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
相
互
に
協
力
し
活
動
す
る
精
神
を
養

う
」
こ
と
を
目
的
に
企
画
さ
れ
、
５
月
の
連
休

以
降
、
大
学
内
の
教
職
員
・
学
生
の
参
加
を
募
り
、

振
付
の
決
定
、
踊
り
の
練
習
を
行
っ
た
上
で
参

加
し
ま
し
た
。

　実
行
委
員

会
に
よ
る
周
到

な
準
備
を
中
心

に
、
学
生
は
、

当
日
着
用
し
た

法
被
や
鉢
巻
き

の
デ
ザ
イ
ン
も

作
成
し
ま
し
た
。

　『Ｔ
Ｓ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
』
は
約
１
年
間

の
準
備
期
間
を
経
て
、
２
０
１
４
年
４

月
よ
り
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

し
た
。
シ
ス
テ
ム
の
根
幹
を
支
え
る

の
は
、“
Ｔ
Ｓ
Ｓ
支
援
チ
ー
ム
”
で
す
。

こ
の
新
シ
ス
テ
ム
の
運
営
に
関
わ
り
た

い
と
名
乗
り
を
あ
げ
た
教
職
員
15
名
、

学
生
34
名
が
支
援
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

と
な
り
、
シ
ス
テ
ム
の
土
台
を
支
え
る

運
営
グ
ル
ー
プ
と
、
Ｔ
Ｓ
Ｓ
活
動
を
企

画
発
信
し
て
い
く
企
画
グ
ル
ー
プ
と
い

う
２
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て
、
Ｔ
Ｓ
Ｓ

シ
ス
テ
ム
を
動
か
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
だ
初
年
度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

ま
ず
は
、
支
援
チ
ー
ム
運
営
グ
ル
ー
プ

が
積
極
的
に
、
活
発
な
Ｔ
Ｓ
Ｓ
活
動
発

信
の
土
台
形
成
に
力
を
尽
く
し
て
い
ま

す
。
運
営
グ
ル
ー
プ
は
、
さ
ら
に
３
つ

の
担
当
、
説
明
会
や
交
流
会
な
ど
を
司

る
「
総
務
担
当
」、
活
動
そ
の
他
を
広

く
広
報
す
る
「
広
報
担
当
」、
Ｔ
Ｓ
Ｓ

活
動
に
参
加
し
て
い
く
学
生
や
そ
れ
に

関
わ
る
教
職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

体
制
を
築
く
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
活
用
し
、
協
力
者
と
と
も
に
課

題
を
克
服
し
て
い
き
、
提
供
し
た
企
画
で

対
象
者
に
満
足
し
て
も
ら
っ
た
時
の
醍
醐

味
、
そ
し
て
何
よ
り
、
充
実
感
を
も
っ
て

学
生
生
活
を
送
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
達
成
感
を
、
学
生
た
ち
に
味
わ
っ
て
も

ら
え
る
機
会
の
提
供
に
、
こ
の
取
り
組
み

が
育
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、

今
、で
き
る
こ
と
か
ら
前
進
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
夢
の
実
現
の
た
め
に
は
、

こ
の
取
り
組
み
全
体
に
対
す
る
サ
ポ
ー

タ
ー
の
存
在
が
支
え
に
な
り
ま
す
。
ま

だ
、
産
声
を
上
げ
た
ば
か
り
の
取
り
組

み
で
す
の
で
、
至
ら
な
い
点
や
う
ま
く
運

ば
な
い
部
分
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す

が
、
卒
業
生
の
皆
さ
ま
を
始
め
と
す
る
、

様
々
な
方
々
か
ら
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド

バ
イ
ス
や
お
力
添
え
を
い
た
だ
け
た
ら
、

学
生
、
教
職
員
の
励
み
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
是
非
、
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
何

か
お
気
づ
き
の
と
き
は
、
お
声
か
け
く

だ
さ
い
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲ Tokiwa 研修の様子①

▲ Tokiwa 研修の様子②

▲当日の模様

な
ど
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日

の
犯
罪
被
害
者
週
間
に
は
、
学
生
準

備
委
員
会
の
学
生
が
制
作
し
た
啓
発

映
像
が
、
水
戸
駅
南
口
の
大
型
ビ

ジ
ョ
ン
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　一
方
、
茨
城
県
警
察
と
の
連
携
で

は
、
少
年
の
非
行
防
止
対
策
を
強
化
す

る
目
的
で
、
２
０
１
３
年
10
月
に
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
協
定
内
容
は

「
大
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
育
成
・
支

援
で
す
。「
大
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と

は
、
茨
城
県
内
に
居
住
し
、
県
内
の
大

学
に
在
学
す
る
大
学
生
お
よ
び
大
学
院

生
が
、
警
察
と
協
力
し
て
少
年
の
非
行

防
止
や
立
ち
直
り
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
こ
と
で
す
。そ
の
サ
ポ
ー

タ
ー
に
少
年
非
行
に
関
す
る
基
礎
知
識

を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
講
習
を
行
う
こ

と
な
ど
が
常
磐
大
学
の
役
割
で
、
そ
の

活
動
の
中
心
と
な
る
の
が
現
代
社
会
学

科
で
す
。
少
年
非
行
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
で
、
大
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る
と
同
時

に
、
よ
り
有
効
な
活
動
が
で
き
る
と
考

え
、
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
う
し
た
動
き
が
茨
城

県
の
社
会
安
全
に
貢
献
で
き
る
こ
と
も

大
き
な
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
連

携
は
、
警
察
官
を
め
ざ
す
学
生
に
も
大

き
な
刺
激
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　２
０
１
３
年
度
に
常
磐
大
学
で
は
、
茨
城

県
お
よ
び
茨
城
県
警
察
と
連
携
し
て
、
学
生

が
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
参
画
し
ま
し
た
。

　茨
城
県
と
の
連
携
で
は
、
２
０
１
３

年
11
月
16
日
に
常
陽
藝
文
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
、
内
閣
府
・
茨
城
県

が
主
催
す
る
犯
罪
被
害
者
等
支
援

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
現
代
社
会

学
科
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の

学
生
19
名
が
学
生
準
備
委
員
会
と
し

て
企
画
運
営
の
役
割
を
担
い
ま
し
た
。

　事
前
の
準
備
段
階
で
は
、
広
報
用

チ
ラ
シ
や
啓
発
映
像
の
制
作
に
携
わ

り
、
当
日
は
、
受
付
・
総
合
司
会
・

学
生
指
定
討
論
者
等
の
重
要
な
役
割

を
任
さ
れ
、「
子
ど
も
と
犯
罪
被
害
」

と
い
う
難
し
い
テ
ー
マ
に
対
し
、
真

摯
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　フ
ォ
ー
ラ
ム
当
日
で
は
、
冨
田
信
穗

教
授
（
常
磐
大
学
現
代
社
会
学
科
教
授
・

常
磐
大
学
大
学
院
被
害
者
学
研
究
科
教

授
）
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
現
代
社

会
学
科
の
学
生
２
名
が
指
定
討
論
者
と

し
て
参
加
し
て
「
犯
罪
被
害
者
と
関
わ

り
を
持
っ
た
子
ど
も
へ
の
支
援
」
を
テ
ー

マ
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

に
は
教
員
を
目
指
す
茨
城
県
内
の
学
生

た
ち
が
多
数
参
加
し
て
お
り
、
被
害
に

遭
っ
た
子
ど
も
と
の
接
し
方
の
重
要
性▲学生が協力して作成したチラシなど

▲学生指定討論の模様

常
磐
大
学
吹
奏
楽
団

�

同
奏
会
２
０
１
４
開
催
！

　吹
奏
楽
団
Ｏ
Ｂ
会
で
あ
る
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ａ
お
ん
ぷ
の
会
」
は
、
こ
れ
ま

で
演
奏
活
動
と
現
役
学
生
へ
の
支
援
を
行
い
30
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
記

念
の
年
と
な
る
今
年
、
以
下
の
と
お
り
演
奏
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
演
奏

会
は
今
回
で
８
回
目
と
な
り
、
近
年
は
同
窓
会
の
よ
う
な
演
奏
会
に
な
る
よ

う
に
と
「
同
奏
会
」
と
題
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
現
役
学
生
と

の
合
同
演
奏
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
!!

「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ａ
お
ん
ぷ
の
会
創
立
30
周
年
記
念

�

常
磐
大
学
吹
奏
楽
団
『
同
奏
会
２
０
１
４
』」

■ 

日

　時

　２
０
１
４
年
11
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　
　

 

14
：
00
開
演
（
13
：
30
開
場
）

■ 

会

　場

　日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
音
楽
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　

  

茨
城
県
日
立
市
幸
町
１
‐
21
‐
１

　
　
　
　

     

℡
０
２
９
４
‐
２
４
‐
７
７
１
１［
入
場
無
料
］

■ 

曲

　目

　

 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
よ
り
、

映
画「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」よ
り
、交
響
詩「
ロ
ー

マ
の
松
」
よ
り
ア
ッ
ピ
ア
街
道
の
松 

ほ
か

■ 

お
問
い
合
わ
せ

　Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ａ
お
ん
ぷ
の
会 

事
務
局

℡ 

０
９
０
‐
１
６
６
２
‐
３
４
８
６
（
長
南
・
人
間
13
期
）

ン
力
や
マ
ナ
ー
、
ス
キ
ル
の
向
上
の
た

め
の
研
修
を
企
画
運
営
し
て
い
く
「
研

修
担
当
」
に
分
か
れ
て
、
機
能
的
に
役

割
を
果
た
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
教
職

員
が
学
生
リ
ー
ダ
ー
達
と
と
も
に
試
行

錯
誤
し
て
お
り
、
支
援
チ
ー
ム
に
関
わ

る
こ
と
自
体
が
学
生
に
も
教
職
員
に
も

大
い
に
学
び
の
場
と
な
っ
て
い
る
な
と

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　こ
の
Ｔ
Ｓ
Ｓ
の
仕
組
み
が
全
学
生
へ

と
大
き
く
広
が
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

Ｔ
Ｓ
Ｓ
へ
登
録
す
る
学
生
が
増
え
る
こ

と
と
、
企
画
グ
ル
ー
プ
か
ら
発
信
さ
れ

る
Ｔ
Ｓ
Ｓ
活
動
が
増
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
初
年
度
の
今
年
は
ま
だ
数

え
る
程
度
で
す
が
、
そ
れ
で
も
春
セ

メ
ス
タ
ー
中
に
７
つ
の
活
動
が
登
録
さ

れ
、
動
き
出
し
ま
し
た
。
Ｔ
Ｓ
Ｓ
登
録

学
生
も
、
４
月
に
行
な
っ
た
第
１
回
の

説
明
会
だ
け
で
も
、
70
名
を
超
え
る
学

生
が
参
加
し
、
興
味
を
持
っ
て
登
録
説

明
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
ま
し
た
。
６
月

に
行
っ
た
第
２
回
の
説
明
会
以
降
は
、

説
明
会
の
準
備
か
ら
実
施
ま
で
、
支
援

チ
ー
ム
の
学
生
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て

行
い
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
登
録
学
生

数
も
伸
び
て
お
り
ま
す
。

　初
年
度
の
取
り
組
み
が
軌
道
に
の
り
、

Ｔ
Ｓ
Ｓ
登
録
学
生
の
増
加
と
Ｔ
Ｓ
Ｓ
活
動

活
発
化
が
進
ん
だ
ら
、
い
ず
れ
は
Ｔ
Ｓ
Ｓ

活
動
自
体
を
学
生
た
ち
が
企
画
し
、
教

職
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
体
制
に
な
れ

ば
い
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
企
画
を

思
い
つ
く
柔
軟
な
発
想
力
と
目
的
を
実

現
す
る
実
行
性
を
鍛
え
、
協
力
・
協
調

　『Ｔ
Ｓ
Ｓ
』
と
は
、Tokiw

a Student Staff

の
略
称
で
す
。
そ
し
てTokiw

a Student Staff

　と
は
、「
学
生
が
学
生
の

視
点
で
主
体
的
に
参
画
す
る
活
動
（
＝
Ｔ
Ｓ
Ｓ
活
動
）」
に
積
極
的
に
参
画
す
る
学
生
を
指
し
て
い
ま
す
。

　学
生
の
「
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
り
た
い
。」
と
い
う
想
い
と
、
教
職
員
の
「
大

学
生
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
意
見
を
大
学
運
営
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
大
学
が
よ
り
良
い
学
び
や
活
動
の
場
と

な
る
よ
う
に
、
学
生
と
一
緒
に
大
学
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。」
と
い
う
想
い
を
つ
な
げ
て
、『
Ｔ
Ｓ
Ｓ
活
動
』
を
実
現
す
る

た
め
に
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
常
磐
大
学
に
誕
生
し
た
の
が
『
Ｔ
Ｓ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
』
で
す
。

　こ
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、シ
ス
テ
ム
の
事
務
局
と
な
っ
て
い
る
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
の
江
原
麻
子
統
括
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｔ
Ｓ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
の
発
足

常
磐
大
学
が
茨
城
県
お
よ
び

茨
城
県
警
察
と
連
携



（3）

健
康
栄
養
学
科
卒
業
生
へ

『
栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
担
い

手
に
な
る
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
募
集
中
』

　生
活
習
慣
病
の
予
備
軍
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ

る
中
で
、
茨
城
県
栄
養
士
会
は
県
民
の
健
康
づ
く

り
を
積
極
的
に
支
援
す
る
た
め
に
「
栄
養
ケ
ア
・
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
設
し
、
県
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
栄
養
ケ
ア
事
業
を
実
践
で
き
る
人
材
育
成
・

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
を
企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。

　研
修
修
了
者
に
は
特
定
保
健
指
導
や
診
療
所
等

で
の
栄
養
相
談
、
介
護
予
防
の
栄
養
支
援
等
の
仕

事
を
斡
旋
し
ま
す
。
関
心
の
あ
る
栄
養
士
・
管
理
栄

養
士
の
方
、あ
な
た
の
力
を
発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　６
月
28
日
（
土
）
に
行
わ
れ
た
２
０
１
４
年
度
常
磐
大
学
同
窓
会
総
会
の
閉

会
後
、
常
磐
大
学
同
窓
会
課
外
活
動
奨
励
金
制
度
に
よ
り
２
０
１
３
年
度
に
学

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
奨
励
金
の
給
付
を
受
け
た
４
団
体
の
学
生
に
よ
る
、
成
果
報

告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

常磐大学「卒業生子女入試」が始まります！
　卒業生の子女（３親等以内の親族を含む）で、当該卒業生の推薦
を受けた方が出願できる入学試験です。
　建学の精神や教育理念を深く理解し、本学への入学を強く希望す
る、意欲的な方を求めています。

た
妹
も
は
じ
め
の
頃
と
比
べ
て
だ
い
ぶ
会
話
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
な
お
、
い
た
だ
い
た
奨
励

金
は
、
交
通
費
、
文
房
具
・
学
習
教
材
な
ど
の

購
入
費
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
こ
の
活
動
は
池
田
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
後

輩
に
引
き
継
ぎ
、
現
在
も
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
こ
の
活
動

を
続
け
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、

奨
励
金
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で

き
た
か
ら
で
す
。

本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　こ
の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
水
戸
市
役

所
か
ら
依
頼
を
受
け
、
私
た
ち
が
所
属
す
る
池
田

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
先
輩
た
ち
が
始
め
た
活
動
で
す
。

　そ
の
活
動
を
私
た
ち
が
引
き
継
ぎ
、「
学
校

の
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
」
と
「
学
校
生
活
に
向
け

た
関
係
作
り
の
サ
ポ
ー
ト
」
を
目
的
と
し
、
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
支
援
を
行
っ
た
の
は

ガ
ー
ナ
人
と
日
本
人
の
ハ
ー
フ
の
姉
妹
で
、
当

時
姉
は
高
校
１
年
生
、
妹
は
中
学
１
年
生
で
し

た
。
は
じ
め
の
う
ち
は
勉
強
の
仕
方
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
が
わ
か
ら
ず
打
ち
解

け
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
時
間
が

経
つ
に
つ
れ
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
き
て
、
そ
れ
ぞ

れ
に
合
っ
た
勉
強
法
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
姉
は
苦
手
だ
っ
た
数
学
で
赤
点
を
取

る
こ
と
が
な
く
な
り
、
人
見
知
り
で
静
か
だ
っ

池
田
幸
也
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　
～
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
学
科�

　
大
隅
彩
香
さ
ん

　
他
９
名

た
作
品
は
、
山
梨
県
立
博
物
館
に
お
け
る
シ
ン
ボ

ル
展
に
て
「
さ
わ
れ
る
冨
嶽
三
十
六
景
」
の
特
別

コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
山

梨
県
立
博
物
館
以
外
に
、
大
阪
市
日
本
ラ
イ
ト
ハ

ウ
ス
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
、
神
戸
市
六
甲
山
の
上

美
術
館
に
寄
贈
し
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
感
謝
状
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　な
お
、
奨
励

金
は
、
資
料
作

成
費
、
交
通
費
、

宿
泊
費
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
、

お
か
げ
さ
ま
で

有
意
義
に
活
動

す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

　Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
は
、
さ
わ
っ
て
鑑
賞
で
き
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
資
料
の
作
成
、展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
は
「
す
べ
て
の
人
の
幸
せ
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
を
大
切
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
が
作
成
し
て
い
る
「
さ
わ
れ
る
冨
嶽
三
十
六

景
」
は
、
す
べ
て
の
人
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
富
士
山
の
文
化
的
側
面
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　視
覚
障
が
い
を
も
つ
方
だ
け
で
な
く
、
お
子
様

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
も
が
指
で
な
ぞ
っ
て
、
目

で
見
て
楽
し
く
鑑
賞
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。
作
品
は
ス
ウ
ェ
ル
ペ
ー
パ
ー
と
呼
ば

れ
る
、
熱
発
泡
カ
プ
セ
ル
が
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
状
に

は
さ
ま
れ
た
特
殊
な
紙
を
使
い
、
元
の
画
像
を
モ

ノ
ク
ロ
化
し
、
用
紙
に
印
刷
、
加
熱
す
る
こ
と
で

触
覚
型
資
料
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
作
成
し

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ�

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ

　
～
触
覚
型
資
料
「
さ
わ
れ
る
富
嶽
三
十
六
景
」
作
成
～

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
学
科�

　
塙
真
理
子
さ
ん

　
他
２
名

だ
き
ま
し
た
。

　自
分
た
ち
で
お
金
を
工
面
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
を
、
奨
励
金
を
頂
い
た
お
か
げ
で
、

ア
プ
リ
の
情
報
収
集
の
活
動
や
コ
ン
ペ
に
集
中

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

奨
励
金
を
こ
の
一
連
の
活
動
の
経
費
と
し
て
使
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
た
た

め
、
別
に
会
費
を

集
め
、
学
生
Ｎ
Ｐ

Ｏ
を
設
立
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
支
援
い
た

だ
き
ま
し
て
、
誠

に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　私
た
ち
は
現
在
、
水
戸
市
・
笠
間
市
・
地
元

Ｉ
Ｔ
企
業
と
連
携
し
、
ま
ち
な
か
を
案
内
す
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
協
働
事
業
に
お
い
て
、
私
た
ち
は

ア
プ
リ
に
登
録
す
る
情
報
の
収
集
お
よ
び
登
録

作
業
の
役
割
を
担
い
、
実
際
に
街
を
歩
い
て
、

お
店
な
ど
の
情
報
収
集
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
昨
年
、
川
越
で
行
わ
れ
た
日
本
公
共

政
策
学
会
の
学
生
コ
ン
ペ
で
こ
の
取
り
組
み
の

プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、
最
上
位
に
あ
た
る
市
長
賞

を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　奨
励
金
は
、
学
生
コ
ン
ペ
参
加
に
伴
う
交
通

費
や
宿
泊
費
、
プ
レ
ゼ
ン
内
容
を
ま
と
め
る
に

あ
た
っ
て
行
っ
た
水
戸
市
や
笠
間
市
を
他
の
自

治
体
と
比
較
す
る
調
査
経
費
、
ア
プ
リ
の
情
報

収
集
活
動
に
か
か
っ
た
経
費
に
使
わ
せ
て
い
た

地
域
政
策
研
究
会

　
～
ま
ち
な
か
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
「
街
知
」
の
構
築
～

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
地
域
政
策
学
科

　
栗
田
ま
す
み
さ
ん

　
他
２
名

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
奨
学
金
を
受
け
取
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
実
際
に
那
珂
湊
に
行
っ
て
こ
れ

ら
の
様
々
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や

企
画
運
営
能
力
な
ど
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
方
々
と
の
関
係
を

築
く
楽
し
さ
と
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
今
後
は
地
域
の
方
々
と
の
さ
ら
な

る
連
携
を
行
い
、

那
珂
湊
地
区
を

た
く
さ
ん
の
人

に
訪
れ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

Ｍ
４

　
～
み
な
と
メ
デ
ィ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
共
同
運
営
＆
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ａ
ま
ち
な
か
ラ
ボ
実
施

人
間
科
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

　
増
子
詩
織
さ
ん

　
他
２
名

　Ｍ
４
と
は
、
み
な
と
メ
デ
ィ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
Ｍ
Ｍ
Ｍ
）
in
水
戸
と
い
う
名
前
の
略
称
で
す
。

主
に
私
た
ち
は
Ｍ
Ｍ
Ｍ
の
共
同
運
営
や
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ

Ｗ
Ａ
ま
ち
な
か
ラ
ボ
の
実
施
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　Ｍ
Ｍ
Ｍ
は
ひ
た
ち
な
か
海
浜
鉄
道
湊
線
沿
線
で

行
わ
れ
る
今
年
で
６
回
目
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
ア
ー

ト
作
品
の
展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
夏
の

約
１
か
月
間
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
の

中
で
地
域
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
、
地
域
の
方

と
交
流
し
た
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
補
助
を
行
っ

た
り
、
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ

Ｗ
Ａ
ま
ち
な
か
ラ
ボ
は
、
ひ
た
ち
な
か
市
の
那
珂

湊
地
区
の
商
店
街
で
毎
月
第
３
土
曜
日
に
行
わ
れ

る
Ｄ
ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
小
さ
な

お
祭
り
で
実
施
し
て
い
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

　奨
学
金
は
私
た
ち
の
交
通
費
と
し
て
使
わ
せ

試験日 2014 年 11 月８日（土）

推薦できる方 常磐大学（大学院を含む）、常磐短期大学、常磐大
学高等学校、智学館中等教育学校の卒業生

出願できる方 上記の卒業生の子女（３親等以内の親族を含む）で、
当該卒業生の推薦を受けた方

※上記の他に出願資格があります。
　 詳細はアドミッションセンター（TEL：029-232-2504，FAX：

029-232-2743）までお問い合わせください。

【お問い合わせ・お申し込み先】
公益社団法人　茨城県栄養士会
TEL ：029-228-1089
FAX：029-228-4271

　こ
の
制
度
は
、
常
磐
大
学
の
発
展
お
よ
び
社
会
貢
献
に
寄
与
で
き
る
ま
た
は

そ
れ
が
期
待
で
き
る
学
生
の
課
外
活
動
に
対
し
て
、
奨
励
金
を
給
付
し
、
同
窓

会
活
動
に
対
す
る
認
知
度
や
理
解
度
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
２
０
１
１
年
度

に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

課
外
活
動
奨
励
金
を
受
け
た
学
生
の
活
動
報
告

（2）

常
磐
大
学
学
生
が
「
水
戸
黄
門

ま
つ
り
市
民
カ
ー
ニ
バ
ルin 

M
ito

」
に
参
加

　２
０
１
４
年
８
月
２
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ

た
「
水
戸
黄
門
ま
つ
り
市
民
カ
ー
ニ
バ
ルin 

M
ito

」
に
本
学
学
生
52
名
と
教
職
員
等
13
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　４
月
に
「
地
域
社
会
活
動
へ
の
参
加
を
通
じ

て
、
学
生
の
社
会
的
経
験
を
豊
か
に
す
る
と
共

に
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
集
団
的
組
織
的
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
相
互
に
協
力
し
活
動
す
る
精
神
を
養

う
」
こ
と
を
目
的
に
企
画
さ
れ
、
５
月
の
連
休

以
降
、
大
学
内
の
教
職
員
・
学
生
の
参
加
を
募
り
、

振
付
の
決
定
、
踊
り
の
練
習
を
行
っ
た
上
で
参

加
し
ま
し
た
。

　実
行
委
員

会
に
よ
る
周
到

な
準
備
を
中
心

に
、
学
生
は
、

当
日
着
用
し
た

法
被
や
鉢
巻
き

の
デ
ザ
イ
ン
も

作
成
し
ま
し
た
。

　『Ｔ
Ｓ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
』
は
約
１
年
間

の
準
備
期
間
を
経
て
、
２
０
１
４
年
４

月
よ
り
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

し
た
。
シ
ス
テ
ム
の
根
幹
を
支
え
る

の
は
、“
Ｔ
Ｓ
Ｓ
支
援
チ
ー
ム
”
で
す
。

こ
の
新
シ
ス
テ
ム
の
運
営
に
関
わ
り
た

い
と
名
乗
り
を
あ
げ
た
教
職
員
15
名
、

学
生
34
名
が
支
援
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

と
な
り
、
シ
ス
テ
ム
の
土
台
を
支
え
る

運
営
グ
ル
ー
プ
と
、
Ｔ
Ｓ
Ｓ
活
動
を
企

画
発
信
し
て
い
く
企
画
グ
ル
ー
プ
と
い

う
２
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て
、
Ｔ
Ｓ
Ｓ

シ
ス
テ
ム
を
動
か
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
だ
初
年
度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

ま
ず
は
、
支
援
チ
ー
ム
運
営
グ
ル
ー
プ

が
積
極
的
に
、
活
発
な
Ｔ
Ｓ
Ｓ
活
動
発

信
の
土
台
形
成
に
力
を
尽
く
し
て
い
ま

す
。
運
営
グ
ル
ー
プ
は
、
さ
ら
に
３
つ

の
担
当
、
説
明
会
や
交
流
会
な
ど
を
司

る
「
総
務
担
当
」、
活
動
そ
の
他
を
広

く
広
報
す
る
「
広
報
担
当
」、
Ｔ
Ｓ
Ｓ

活
動
に
参
加
し
て
い
く
学
生
や
そ
れ
に

関
わ
る
教
職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

体
制
を
築
く
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
活
用
し
、
協
力
者
と
と
も
に
課

題
を
克
服
し
て
い
き
、
提
供
し
た
企
画
で

対
象
者
に
満
足
し
て
も
ら
っ
た
時
の
醍
醐

味
、
そ
し
て
何
よ
り
、
充
実
感
を
も
っ
て

学
生
生
活
を
送
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
達
成
感
を
、
学
生
た
ち
に
味
わ
っ
て
も

ら
え
る
機
会
の
提
供
に
、
こ
の
取
り
組
み

が
育
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、

今
、で
き
る
こ
と
か
ら
前
進
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
夢
の
実
現
の
た
め
に
は
、

こ
の
取
り
組
み
全
体
に
対
す
る
サ
ポ
ー

タ
ー
の
存
在
が
支
え
に
な
り
ま
す
。
ま

だ
、
産
声
を
上
げ
た
ば
か
り
の
取
り
組

み
で
す
の
で
、
至
ら
な
い
点
や
う
ま
く
運

ば
な
い
部
分
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す

が
、
卒
業
生
の
皆
さ
ま
を
始
め
と
す
る
、

様
々
な
方
々
か
ら
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド

バ
イ
ス
や
お
力
添
え
を
い
た
だ
け
た
ら
、

学
生
、
教
職
員
の
励
み
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
是
非
、
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
何

か
お
気
づ
き
の
と
き
は
、
お
声
か
け
く

だ
さ
い
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲ Tokiwa 研修の様子①

▲ Tokiwa 研修の様子②

▲当日の模様

な
ど
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日

の
犯
罪
被
害
者
週
間
に
は
、
学
生
準

備
委
員
会
の
学
生
が
制
作
し
た
啓
発

映
像
が
、
水
戸
駅
南
口
の
大
型
ビ

ジ
ョ
ン
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　一
方
、
茨
城
県
警
察
と
の
連
携
で

は
、
少
年
の
非
行
防
止
対
策
を
強
化
す

る
目
的
で
、
２
０
１
３
年
10
月
に
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
協
定
内
容
は

「
大
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
育
成
・
支

援
で
す
。「
大
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と

は
、
茨
城
県
内
に
居
住
し
、
県
内
の
大

学
に
在
学
す
る
大
学
生
お
よ
び
大
学
院

生
が
、
警
察
と
協
力
し
て
少
年
の
非
行

防
止
や
立
ち
直
り
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
こ
と
で
す
。そ
の
サ
ポ
ー

タ
ー
に
少
年
非
行
に
関
す
る
基
礎
知
識

を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
講
習
を
行
う
こ

と
な
ど
が
常
磐
大
学
の
役
割
で
、
そ
の

活
動
の
中
心
と
な
る
の
が
現
代
社
会
学

科
で
す
。
少
年
非
行
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
で
、
大
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る
と
同
時

に
、
よ
り
有
効
な
活
動
が
で
き
る
と
考

え
、
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
う
し
た
動
き
が
茨
城

県
の
社
会
安
全
に
貢
献
で
き
る
こ
と
も

大
き
な
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
連

携
は
、
警
察
官
を
め
ざ
す
学
生
に
も
大

き
な
刺
激
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　２
０
１
３
年
度
に
常
磐
大
学
で
は
、
茨
城

県
お
よ
び
茨
城
県
警
察
と
連
携
し
て
、
学
生

が
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
参
画
し
ま
し
た
。

　茨
城
県
と
の
連
携
で
は
、
２
０
１
３

年
11
月
16
日
に
常
陽
藝
文
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
、
内
閣
府
・
茨
城
県

が
主
催
す
る
犯
罪
被
害
者
等
支
援

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
現
代
社
会

学
科
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の

学
生
19
名
が
学
生
準
備
委
員
会
と
し

て
企
画
運
営
の
役
割
を
担
い
ま
し
た
。

　事
前
の
準
備
段
階
で
は
、
広
報
用

チ
ラ
シ
や
啓
発
映
像
の
制
作
に
携
わ

り
、
当
日
は
、
受
付
・
総
合
司
会
・

学
生
指
定
討
論
者
等
の
重
要
な
役
割

を
任
さ
れ
、「
子
ど
も
と
犯
罪
被
害
」

と
い
う
難
し
い
テ
ー
マ
に
対
し
、
真

摯
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　フ
ォ
ー
ラ
ム
当
日
で
は
、
冨
田
信
穗

教
授
（
常
磐
大
学
現
代
社
会
学
科
教
授
・

常
磐
大
学
大
学
院
被
害
者
学
研
究
科
教

授
）
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
現
代
社

会
学
科
の
学
生
２
名
が
指
定
討
論
者
と

し
て
参
加
し
て
「
犯
罪
被
害
者
と
関
わ

り
を
持
っ
た
子
ど
も
へ
の
支
援
」
を
テ
ー

マ
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

に
は
教
員
を
目
指
す
茨
城
県
内
の
学
生

た
ち
が
多
数
参
加
し
て
お
り
、
被
害
に

遭
っ
た
子
ど
も
と
の
接
し
方
の
重
要
性▲学生が協力して作成したチラシなど

▲学生指定討論の模様

常
磐
大
学
吹
奏
楽
団

�

同
奏
会
２
０
１
４
開
催
！

　吹
奏
楽
団
Ｏ
Ｂ
会
で
あ
る
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ａ
お
ん
ぷ
の
会
」
は
、
こ
れ
ま

で
演
奏
活
動
と
現
役
学
生
へ
の
支
援
を
行
い
30
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
記

念
の
年
と
な
る
今
年
、
以
下
の
と
お
り
演
奏
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
演
奏

会
は
今
回
で
８
回
目
と
な
り
、
近
年
は
同
窓
会
の
よ
う
な
演
奏
会
に
な
る
よ

う
に
と
「
同
奏
会
」
と
題
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
現
役
学
生
と

の
合
同
演
奏
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
!!

「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ａ
お
ん
ぷ
の
会
創
立
30
周
年
記
念

�

常
磐
大
学
吹
奏
楽
団
『
同
奏
会
２
０
１
４
』」

■ 

日

　時

　２
０
１
４
年
11
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　
　

 

14
：
00
開
演
（
13
：
30
開
場
）

■ 

会

　場

　日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
音
楽
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　

  

茨
城
県
日
立
市
幸
町
１
‐
21
‐
１

　
　
　
　

     

℡
０
２
９
４
‐
２
４
‐
７
７
１
１［
入
場
無
料
］

■ 

曲

　目

　

 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
よ
り
、

映
画「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」よ
り
、交
響
詩「
ロ
ー

マ
の
松
」
よ
り
ア
ッ
ピ
ア
街
道
の
松 

ほ
か

■ 

お
問
い
合
わ
せ

　Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ａ
お
ん
ぷ
の
会 

事
務
局

℡ 

０
９
０
‐
１
６
６
２
‐
３
４
８
６
（
長
南
・
人
間
13
期
）

ン
力
や
マ
ナ
ー
、
ス
キ
ル
の
向
上
の
た

め
の
研
修
を
企
画
運
営
し
て
い
く
「
研

修
担
当
」
に
分
か
れ
て
、
機
能
的
に
役

割
を
果
た
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
教
職

員
が
学
生
リ
ー
ダ
ー
達
と
と
も
に
試
行

錯
誤
し
て
お
り
、
支
援
チ
ー
ム
に
関
わ

る
こ
と
自
体
が
学
生
に
も
教
職
員
に
も

大
い
に
学
び
の
場
と
な
っ
て
い
る
な
と

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　こ
の
Ｔ
Ｓ
Ｓ
の
仕
組
み
が
全
学
生
へ

と
大
き
く
広
が
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

Ｔ
Ｓ
Ｓ
へ
登
録
す
る
学
生
が
増
え
る
こ

と
と
、
企
画
グ
ル
ー
プ
か
ら
発
信
さ
れ

る
Ｔ
Ｓ
Ｓ
活
動
が
増
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
初
年
度
の
今
年
は
ま
だ
数

え
る
程
度
で
す
が
、
そ
れ
で
も
春
セ

メ
ス
タ
ー
中
に
７
つ
の
活
動
が
登
録
さ

れ
、
動
き
出
し
ま
し
た
。
Ｔ
Ｓ
Ｓ
登
録

学
生
も
、
４
月
に
行
な
っ
た
第
１
回
の

説
明
会
だ
け
で
も
、
70
名
を
超
え
る
学

生
が
参
加
し
、
興
味
を
持
っ
て
登
録
説

明
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
ま
し
た
。
６
月

に
行
っ
た
第
２
回
の
説
明
会
以
降
は
、

説
明
会
の
準
備
か
ら
実
施
ま
で
、
支
援

チ
ー
ム
の
学
生
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て

行
い
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
登
録
学
生

数
も
伸
び
て
お
り
ま
す
。

　初
年
度
の
取
り
組
み
が
軌
道
に
の
り
、

Ｔ
Ｓ
Ｓ
登
録
学
生
の
増
加
と
Ｔ
Ｓ
Ｓ
活
動

活
発
化
が
進
ん
だ
ら
、
い
ず
れ
は
Ｔ
Ｓ
Ｓ

活
動
自
体
を
学
生
た
ち
が
企
画
し
、
教

職
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
体
制
に
な
れ

ば
い
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
企
画
を

思
い
つ
く
柔
軟
な
発
想
力
と
目
的
を
実

現
す
る
実
行
性
を
鍛
え
、
協
力
・
協
調

　『Ｔ
Ｓ
Ｓ
』
と
は
、Tokiw

a Student Staff

の
略
称
で
す
。
そ
し
てTokiw

a Student Staff

　と
は
、「
学
生
が
学
生
の

視
点
で
主
体
的
に
参
画
す
る
活
動
（
＝
Ｔ
Ｓ
Ｓ
活
動
）」
に
積
極
的
に
参
画
す
る
学
生
を
指
し
て
い
ま
す
。

　学
生
の
「
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
り
た
い
。」
と
い
う
想
い
と
、
教
職
員
の
「
大

学
生
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
意
見
を
大
学
運
営
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
大
学
が
よ
り
良
い
学
び
や
活
動
の
場
と

な
る
よ
う
に
、
学
生
と
一
緒
に
大
学
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。」
と
い
う
想
い
を
つ
な
げ
て
、『
Ｔ
Ｓ
Ｓ
活
動
』
を
実
現
す
る

た
め
に
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
常
磐
大
学
に
誕
生
し
た
の
が
『
Ｔ
Ｓ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
』
で
す
。

　こ
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、シ
ス
テ
ム
の
事
務
局
と
な
っ
て
い
る
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
の
江
原
麻
子
統
括
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｔ
Ｓ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
の
発
足

常
磐
大
学
が
茨
城
県
お
よ
び

茨
城
県
警
察
と
連
携



（1）

常
磐
大
学
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
開
催

　２
０
１
４
年
度
常
磐
大
学
同
窓
会
総

会
が
６
月
28
日（
土
）
に
、
常
磐
大
学

Ｑ
棟
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　総
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
池
田
正
則

会
長（
人
間
科
学
部
１
期
卒
）
よ
り「
是

非
自
分
の
学
年
ご
と
に
支
部
を
立
ち
上

げ
て
い
た
だ
い
て
、
総
会
に
少
し
で
も

多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　総
会
で
は
２
０
１
３
年
度
事
業
報
告

お
よ
び
決
算
な
ら
び
に
入
会
状
況
報
告

お
よ
び
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
２
０
１
４
年

度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
に
つ
い
て
満

場
一
致
で
可
決
さ
れ
、
総
会
は
閉
会
し

ま
し
た
。

　総
会
終
了
後
、
２
０
１
３
年
度
に
常

磐
大
学
同
窓
会
課
外
活
動
奨
励
金
制

度
に
よ
り
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
奨
励
金

の
給
付
を
受
け
た
学
生
団
体（
４
団
体
）

に
よ
る
、
課
外
活
動
成
果
報
告
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。（
詳
細
は
３
面
参
照
）

　そ
の
後
会
場
を
Ｑ
棟
内
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
・
ラ
バ
ッ
ツ
ァ
に
移
し

て
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
西
野
光

範
副
会
長（
人
間
科
学
部
２
期
卒
）
よ

▲森征一常磐大学学長

▲懇親会にて挨拶される
　佐藤守弘先生（元人間科学部長）
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２
０
１
４
年
度

り「
是
非
本
日
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
先

生
方
と
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。」
と
の
乾
杯
の
挨
拶

で
開
会
し
ま
し
た
。

　懇
親
会
に
は
会
員
42
名
の
ほ
か
、
教

員
５
名
、
報
告
を
行
っ
た
学
生
19
名
の

計
66
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　な
お
、
当
日
の
様
子
は
、
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

２０１３年度　常磐大学同窓会事業報告
１．会議の開催
　１）総会
　　　・開催日：２０１３年６月２９日（土）１４時３０分～１５時１５分
　　　・場　所：水戸三の丸ホテル２階
　　　・出席者：４９名
　　　・主な議案等：
　　　【報告】２０１２年度事業報告、２０１２年度決算、入会状況報告、役員選出
　　　【議案】２０１３年度事業計画、２０１３年度予算
　　　　　※　総会終了後に２０１２年度常磐大学同窓会課外活動奨励金受給者による報告会を実施した。
　２）懇親会（抽選会含む）
　　　・開催日：２０１３年６月２９日（土）１６時００分～１７時３０分
　　　・場　所：水戸三の丸ホテル３階
　　　・出席者：７２名
　３）幹事会
　　　実施時期および主な議案等：
　　　　　６月　１日　２０１２年度事業報告、２０１２年度決算について、役員の選出　等
　　　　１２月２２日　同窓会役員について、課外活動奨励金審査結果報告、常磐大学創立３０周年記念事業　等
　　　　　３月２９日　２０１４年度事業計画案承認、２０１４年度予算案承認　等

２．学生支援事業
　１）学園祭への援助金（２０１３年１０月）
　２）常磐大学創立３０周年記念寄附【学校法人常磐大学諸澤幸雄奨学金寄附】（２０１３年７月）
　３）常磐大学同窓会課外活動奨励金制度の実施（２０１３年１０月）
　　【奨励金給付団体】
　　　　①「Ｍ４（エムフォー）」
　　　　　ひたちなか市那珂湊地区で開催される「みなとメディアミュージアム」に
　　　　　参加し来場者対応や運営等のサポート活動の実施
　　　　②池田幸也ゼミナール
　　　　　外国人の母子家庭への子供に対する学習支援ボランティア活動の実施
　　　　③ＴＥＡＭ　ＭＡＳＡ
　　　　　�視覚障害者がさわって鑑賞できる「触覚型展示資料」による「さわれる富

嶽三十六景」の制作及び山梨県立博物館での展示解説の実施
　　　　④地域政策研究会
　　　　　�水戸市中心市街地及び笠間市において地・産・学連携体制を構築し、地域活性

化に向けた情報を現地調査により収集し、広く発信するソフトの実用化を目指す

３．会員への大学情報の発信
　　・内　容：会報「ときわの風」を発行し、会員へ送付
　　・��時　期：第１７号（２０１３年８月３０日発行）
　　　　※　２０１４年２月に予定していた第１８号は、次年度７月に予定している第１９号と合併号として発行する。

４．常磐大学同窓会ホームページの維持および管理
　　内　容：異動情報受付　等

５．卒業生の個人情報管理
　　・管理情報：氏名、学籍番号、住所、電話番号、勤務先、ゼミナール、サークル等
　　・時　期：随時更新

以　上

2013 年度　常磐大学同窓会決算書
常磐大学同窓会財務部

収入の部� （単位：円）

項　　目 決算額 予算額 差異額 備　　　　　　　考

会費収入 12,720,000� 12,860,000� �△�140,000� 新入会員�636名（新卒635名＋既卒1名）

事業収入 216,000� 300,000� �△�84,000� 懇親会費（72名）

雑収入 48,986� 100,000� �△�51,014� 預金利息等

積立金等運用収入 525,922� 528,000� �△�2,078� 積立金の運用に伴う利金

小　　計 13,510,908� 13,788,000� �△�277,092�

前年度
繰越金

現預金 59,041,420� 59,041,420� 0�

積立金等 80,000,000� 80,000,000� 0� ｵﾘｯｸｽ㈱社債、定期預金（大和ﾈｸｽﾄ銀行）

小　　計 139,041,420� 139,041,420� 0�

合　　計 152,552,328� 152,829,420� �△�277,092�

支出の部� （単位：円）

項　　目 決算額 予算額 差異額 備　　　　　　　考

人件費支出 0� 10,000� �△�10,000�

消耗品費支出 26,155� 156,000� �△�129,845� 印刷用紙、印刷機消耗品等

交通費支出 17,200� 125,000� �△�107,800� 幹事会出席者（学外幹事）等交通費

慶弔費支出 0� 100,000� �△�100,000�

通信費支出 1,841,570� 3,124,000� �△�1,282,430� 会報等郵送料

印刷費支出 282,224� 960,000� �△�677,776� 会報、封筒等

会議費支出 839,594� 970,000� �△�130,406� 幹事会、総会等

渉外費支出 0� 20,000� �△�20,000�

業務委託費支出 204,324� 252,000� �△�47,676� 発送物袋詰作業等

雑費支出 4,854� 10,000� �△�5,146� 振込手数料等

支援事業費支出 841,860� 2,200,000� �△�1,358,140� 学園祭援助、学生課外活動奨励金

寄附金支出 3,000,000� 3,000,000� 0� 大学奨学金制度（大学30周年記念事業）

小　　計 7,057,781� 10,927,000� �△�3,869,219�

次年度
繰越金

現預金 65,494,547� 61,902,420� 3,592,127�

積立金等 80,000,000� 80,000,000� 0� ｵﾘｯｸｽ㈱社債、定期預金（大和ﾈｸｽﾄ銀行）

小　　計 145,494,547� 141,902,420� 3,592,127�

合　　計 152,552,328� 152,829,420� �△�277,092�

２０１４年度　常磐大学同窓会事業計画

月
事　業　内　容

常磐大学同窓会課外活動奨励金
（以下、課外活動奨励金）に関する事業

４

・課外活動奨励金
（以下、課外活動奨励金）募集
（応募締切�：�
　学生プロジェクト奨励金�５月末、
　スポーツ・文化活動奨励金�２月末）

５ ・幹事会
（前年度決算報告、前年度事業報告）

６ ・総会・懇親会（６月２８日（土）開催）

７ ・同窓会会報発送
（第１８号・第１９号合併号）

・課外活動奨励金
（学生プロジェクト奨励金）選考

８ ・課外活動奨励金
（学生プロジェクト奨励金）審査

９

１０ ・学生支援事業（学園祭援助） ・課外活動奨励金
（学生プロジェクト奨励金）授与式

１１ ・幹事会

１２

１

２ ・同窓会会報（第２０号）発送 ・課外活動奨励金
（スポーツ・文化活動奨励金）選考

３ ・幹事会
（次年度予算案承認、次年度事業計画案承認）

・課外活動奨励金
（スポーツ・文化活動奨励金）審査
（課外活動奨励金
（スポーツ・文化活動奨励金）
　授与式は 2014 年度 5月に実施）

上記の他、会員の個人情報管理および常磐大学同窓会ホームページ管理を行う。

（補足）
　１．課外活動奨励金事業の募集、選考および審査の業務は、常磐大学に委託する。
　２．同窓会会報に総会の議決内容および報告内容を掲載する。
　３．参考として裏面に課外活動奨励金の全体スケジュールを掲載した。

2014 年度　常磐大学同窓会予算書

収入の部� （単位：円）

項　　目 本年度予算額 前年度予算額 差異額 備　　　　　　　考

会費収入 13,160,000� 12,860,000� 300,000� 2014年度新入会員（新卒653名＋既卒5名×　20,000円）

事業収入 70,000� 300,000� �△�230,000� 懇親会会費収入（70名×　1,000円）

雑収入 100,000� 100,000� 0� 預金利息等

積立金等運用収入 528,000� 528,000� 0�

小　　計 13,858,000� 13,788,000� 70,000�

前年度
繰越金

現預金 65,494,547� 59,041,420� 6,453,127�

積立金等 80,000,000� 80,000,000� 0� ｵﾘｯｸｽ社債、定期預金

小　　計 145,494,547� 139,041,420� 6,453,127�

合　　計 159,352,547� 152,829,420� 6,523,127�

支出の部� （単位：円）

項　　目 本年度予算額 前年度予算額 差異額 備　　　　　　　考

人件費支出 10,000� 10,000� 0�

消耗品費支出 149,000� 156,000� �△�7,000� 印刷用紙、印刷機消耗品、総会関係等

交通費支出 85,000� 125,000� �△�40,000� 幹事、総会教員交通費等

慶弔費支出 100,000� 100,000� 0� 慶弔関係

通信費支出 3,129,000� 3,124,000� 5,000� 会報、総会案内送付等

印刷費支出 1,235,000� 960,000� 275,000� 会報、封筒印刷等

会議費支出 287,000� 970,000� �△�683,000� 総会、幹事会等

渉外費支出 20,000� 20,000� 0� 会報原稿執筆謝礼、取材先土産等

業務委託費支出 236,000� 252,000� �△�16,000� 発送物袋詰作業、会報取材委託等

雑費支出 10,000� 10,000� 0� 振込手数料等

支援事業費支出 2,200,000� 2,200,000� 0� 学生課外活動奨励金、学園祭補助、支部活動補助等

寄附金支出 0� 3,000,000� �△�3,000,000�

小　　計 7,461,000� 10,927,000� �△�3,466,000�

次年度
繰越金

現預金 71,891,547� 61,902,420� 9,989,127�

積立金等 80,000,000� 80,000,000� 0� ｵﾘｯｸｽ社債、定期預金

小　　計 151,891,547� 141,902,420� 9,989,127�

合　　計 159,352,547� 152,829,420� 6,523,127�

（4）☆情報満載の同窓会ホームページも是非ご覧下さい。　　　http://www.tokiwa.ac.jp/~dosokai/

　常
磐
大
学
×

　０ 

─ 

10

　○
山
梨
学
院
大
学

　常
磐
大
学
×

　２ 

─ 

３

　○
山
梨
学
院
大
学

　常
磐
大
学
×

　３ 

─ 

４

　○
作
新
学
院
大
学

　常
磐
大
学
×

　３ 

─ 

４

　○
作
新
学
院
大
学

　常
磐
大
学
×

　３ 

─ 

５

　○
白
鴎
大
学

　常
磐
大
学
×

　１ 

─ 

11

　○
白
鴎
大
学

　常
磐
大
学
×

　５ 

─ 

10

　○
平
成
国
際
大
学

　常
磐
大
学
×

　０ 

─ 

５

　○
平
成
国
際
大
学

※
０
勝
10
敗

　６
位

　１
部
残
留

春
季
戦
績

○
第
45
回
関
東
女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大
会

１
回
戦

　伊
師
○ 
─ 
×
石
川
（
宇
都
宮
大
）

　山
口
○ 

─ 
×
中
野(

津
田
塾
）

　青
木
× 

─ 

○
持
田
（
関
東
学
大
）

２
回
戦

　伊
師
× 

─ 

○
小
澤
（
家
政
大
）

　山
口
○ 

─ 

×
渡
辺
（
国
士
舘
）

３
回
戦

　山
口
○ 

─ 

○
森
井
（
東
学
大
）

○
第
68
回
国
民
体
育
大
会
茨
城
県
大
会

１
回
戦

掲
載
文
募
集

　同
窓
会
事
務
局
で
は
、
会
報
「
と

き
わ
の
風
」
に
掲
載
す
る
会
員
の
皆

さ
ま
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
日
々
の
雑
感
・
近
況
報
告
な
ど
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
編
集
の
都
合
上

８
０
０
字
程
度
で
お
願
い
し
ま
す
。）

　な
お
、
掲
載
さ
れ
た
方
に
は
、
薄
謝

進
呈
い
た
し
ま
す
。

[

送
付
先]

〒
３
１
０

－

８
５
８
５

　

常
磐
大
学
同
窓
会
事
務
局
ま
た
は
、

dosokai@
tokiw

a.ac.jp

掲
載
文
募
集

２０13
年度

 

■ 
硬
式
野
球
部

 
■ 

剣
道
部

春
季
戦
績

○
関
甲
新
学
生
野
球
春
季
リ
ー
グ（
３
部
中
１
部
）

　常
磐
大
学
×

　０ 
─ 
９

　○
上
武
大
学

　常
磐
大
学
×

　４ 

─ 

15

　○
上
武
大
学（
７
回
コ
ー
ル
ド
）

　常
磐
大
学
×

　２ 

─ 

11

　○
作
新
学
院
大
学（
７
回
コ
ー
ル
ド
）

　常
磐
大
学
○

　７ 

─ 

６

　×
作
新
学
院
大
学

　常
磐
大
学
○

　13 

─ 

０

　×
作
新
学
院
大
学（
７
回
コ
ー
ル
ド
）

　常
磐
大
学
○

　５ 

─ 

４

　×
平
成
国
際
大
学

　常
磐
大
学

　雨
天
延
期

　平
成
国
際
大
学

　常
磐
大
学
×

　６ 

─ 

９

　○
平
成
国
際
大
学

　常
磐
大
学
△

　０ 

─ 

０

　△
平
成
国
際
大
学

　常
磐
大
学
×

　２ 

─ 

８

　○
平
成
国
際
大
学 

　常
磐
大
学
×

　４ 

─ 

７

　○
白
鴎
大
学

　常
磐
大
学
×

　２ 

─ 

３

　○
白
鴎
大
学

　常
磐
大
学
○

　６ 

─ 

１

　×
山
梨
学
院
大
学

　常
磐
大
学
×

　１ 

─ 

５

　○
山
梨
学
院
大
学

　常
磐
大
学
×

　１ 

─ 

３

　○
山
梨
学
院
大
学

※
４
勝
９
敗
１
分

　５
位

　１
部
残
留 

秋
季
戦
績

○
関
甲
新
学
生
野
球
秋
季
リ
ー
グ（
３
部
中
１
部
）

　常
磐
大
学
×

　０ 

─ 

５

　○
上
武
大
学

　常
磐
大
学
×

　０ 

─ 

４

　○
上
武
大
学

　伊
師
○ 

─ 

×
小
寺
（
つ
く
ば
）

　山
口
× 

─ 

○
金
井
（
日
立
）

　高
田
× 

─ 

○
栃
木
（
古
河
）

　青
木
○ 

─ 

×
今
泉
（
流
経
大
）

　村
田
× 

─ 

○
瀧
沢
（
流
経
大
）

２
回
戦

　伊
師
× 

─ 

○
比
佐
（
茨
大
）

　青
木
○ 

─ 

×
鹿

　

 

（
結
城
）

３
回
戦

　青
木
× 

─ 

○
金
井
（
日
立
）

秋
季
戦
績

○
第
39
回
関
東
女
子
学
生
剣
道
優
勝
大
会

１
回
戦

　常
磐
大
学

　対

　駿
河
台
大
学

　青
木 

─ 

中
村

　高
田
○ 

─ （
棄
権
）

　山
口 

─ 

太
田

　村
田
○ 

─ （
棄
権
）

　伊
師
○ 

─ 

八
巻

２
回
戦

　常
磐
大
学

　対

　国
士
舘
大
学

　高
田
× 

─ 

○
田
村

　村
田
× 

─ 

○
須
田

　山
口
× 

─ 

○
山
本

　青
木
× 

─ 

○
伊
藤

　伊
師
× 

─ 

○
末
弘

○
第
14
回
関
東
女
子
学
生
剣
道
新
人
戦
大
会

１
回
戦

　常
磐
大
学

　対

　東
京
女
子
体
育
大
学

　村
田
× 

─ 

○
奥
井

　青
木
○ 

─ 

×
川
添

　高
田
× 

─ 

○
元
吉

○
第
８
回
関
東
女
子
学
生
剣
道
新
人
戦
大
会

予
選
リ
ー
グ

　山
口
× 

─ 

○
永
留
（
鹿
屋
体
育
大
学
）

　村
田
× 

─ 

○
西
原（
聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
）

　青
木
○ 

─ 

×
藤
井
（
徳
島
文
理
大
学
）

決
勝
リ
ー
グ

　青
木
× 

─ 

○
奥
村
（
鹿
屋
体
育
大
学
）

春
季
戦
績

○ 

北
関
東
学
生
弓
道
春
季
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

大
会
…
予
選
敗
退

（
出
場
者
）
… 

小
山

　祥
太
、
渡
邊

　春

樹
、
神
永

　光
、
岡
本

　

健
太
郎
、
山
中

　裕
輔

○
全
関
東
学
生
弓
道
選
手
権
大
会

　

（
個
人
の
部
）
予
選

（
出
場
者
）
… 

小
山

　祥
太
、

　岡
本

　

健
太
郎
、
山
中

　裕
輔

（
二
次
予
選
出
場
）
… 

小
山

　祥
太
、

　

山
中

　裕
輔

○ 

全
関
東
学
生
弓
道
選
手
権
大
会
…
予
選

敗
退

　

（
出
場
者
）
… 

小
山

　祥
太
、渡
邊

　春
樹
、

神
永

　光
、岡
本

　健
太
郎
、

山
中

　裕
輔

秋
季
戦
績

○
北
関
東
学
生
弓
道
秋
季
リ
ー
グ
戦

　３
部
リ
ー
グ

　女
子
団
体

　常
磐
大
学

　14 

─ 

７

　足
利
工
業
大
学

　常
磐
大
学

　14 

─ 

６

　足
利
工
業
大
学

　常
磐
大
学

　不
戦
勝

　足
利
工
業
大
学

３
勝
０
敗

　２
部
リ
ー
グ
３
部
リ
ー
グ
入
替
戦

　女
子
団
体

　常
磐
大
学

　16 

─ 

32

　帝京
大
学
宇
都
宮
キ
ャ
ン
パ
ス

３
部
残
留

４
月

　入
学
式
参
加 

７
月

　

 

水
戸
市
芸
術
祭
「
市
民
音
楽
会
」
へ
の
参
加

　
　
　

 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

８
月

　

 

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
茨
城
県
大
会

　
　
　大
職
一
般
の
部
Ａ
部
門

　出
場

　
　
　

 

常
磐
大
学
＆
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ

ク
コ
ラ
ボ
で
―

　依
頼
演
奏

　同
窓
生
の
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。
私
は
、

理
数
系
の
科
目
を
担
当
し
て
き
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
て
、
文
系
卒
業
生
と
理
系
の
学
び

に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
常
磐

大
学
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
文
系
の
大
学
な
の

で
、
理
系
の
学
問
や
ニ
ュ
ー
ス
に
は
あ
ま
り
興

味
を
持
た
な
い
人
や
敬
遠
す
る
人
も
少
な
く

な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
球
温
暖
化
を

含
む
環
境
問
題
、地
震
や
地
質
に
関
す
る
問
題
、

原
発
や
放
射
線
の
問
題
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
、

食
や
農
業
の
問
題
、
医
療
を
含
む
生
命
科
学

の
問
題
、
電
子
機
器
を
含
め
た
情
報
通
信
の
急

激
な
発
展
の
問
題
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く

社
会
環
境
に
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
理
系
の

問
題
が
意
外
な
ほ
ど
多
く
み
ら
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
の
影
響
は
一

般
の
人
が
受
け
る
の
で
す
か
ら
、
専
門
家
や
政

治
家
、
行
政
に
任
せ
て
お
け
ば
よ
い
と
い
う
も

の
で
も
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
我
々
が

子
供
の
時
は
長
距
離
走
の
時
に
は
水
を
飲
ん
で

は
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
教
わ
っ
て

い
た
と
思
い
ま
す
し
、
つ
い
こ
の
間
ま
で
体
に

良
い
と
い
わ
れ
て
い
た
植
物
性
の
食
用
油
の
一

部
も
、
現
在
で
は
健
康
上
怪
し
い
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
専
門
家
で
あ
っ

て
も
時
に
は
間
違
え
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

　さ
て
、
身
の
回
り
の
問
題
の
中
で
、
最
近
活

況
を
見
せ
て
い
る
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
ア
ニ
メ
映
画
「
ア
ナ
と

雪
の
女
王
」
の
劇
中
歌
に
つ
い
て
世
界
中
が
お

国
自
慢
の
よ
う
に
自
国
の
言
葉
、
歌
詞
や
歌

い
手
を
誇
り
に
思
い
、
ま
た
他
国
の
言
葉
に
関

心
を
寄
せ
る
と
い
う
状
況
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
内
で
は
、
各
地
方
の
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」

や
「
B
級
グ
ル
メ
」
に
つ
い
て
も
盛
り
上
が
り

が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
現
象
と
同
じ

よ
う
に
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
も
各
地

域
が
特
性
を
生
か
し
て
競
い
合
え
ば
、
地
域

は
も
ち
ろ
ん
日
本
全
体
の
将
来
も
も
っ
と
希

望
に
満
ち
た
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
ん
な
に
甘
く
は
な
い
と
い
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
地
域
振
興
や
過
疎
対
策
、

災
害
時
の
電
力
供
給
源
と
し
て
有
効
な
手
立

て
と
な
り
得
る
と
思
い
ま
す
し
、
茨
城
県
で

も
、
既
に
実
績
が
あ
る
上
に
拡
大
予
定
の
鹿

島
地
域
の
風
力
発
電
や
、
県
南
の
バ
イ
オ
マ

ス
等
の
ほ
か
に
、
未
利
用
の
工
業
用
地
で
の
大

規
模
太
陽
光
発
電
が
始
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
情
報
は
、
情
報
大
手
の
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
が
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
参
入
し
た
経
緯

も
あ
り
、
関
連
会
社
か
ら
速
報
さ
れ
、
あ
る

程
度
各
地
の
競
い
合
い
の
よ
う
な
状
況
が
実

現
し
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
電
力
の
固
定
価

格
買
取
制
度
が
し
ぼ
ん
で
し
ま
え
ば
、
ま
た

下
火
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
わ
け
で
す

が
、
住
民
が
あ
る
程
度
の
自
然
科
学
の
素
養

に
基
づ
く
見
識
を
持
っ
て
見
守
っ
て
い

れ
ば
、
国
全
体
の
判
断
も
違
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
電
力
価
格

の
上
昇
や
安
定
供
給
の
問
題
へ
の
対
処

の
ほ
か
、
景
観
や
環
境
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
と
ど
め
、
地
域
に
利
益
や
雇
用

が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
に
は
、

文
系
を
含
む
一
般
の
人
が
理
科
的
な
素

養
も
得
て
参
加
し
た
り
関
心
を
寄
せ
た
り
す

る
こ
と
が
絶
対
必
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　タ
イ
ト
ル
に
書
い
た
学
び
と
い
う
言
葉

は
重
す
ぎ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
学
校
の

勉
強
と
し
て
で
は
な
く
、
自
分
の
問
題
と

し
て
捉
え
て
学
ぶ
と
、
意
外
に
興
味
を
持

て
た
り
す
る
も
の
で
す
。
日
本
の
庶
民
は
、

大
変
な
国
難
で
あ
っ
た
黒
船
来
航
時
に
も
、

好
奇
心
を
も
っ
て
臨
ん
だ
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
好
奇
心
を
も
っ
て
接

す
る
の
が
一
番
良
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
相
反
す
る
見
方
の
あ
る
分
野
で

は
、
で
き
る
だ
け
両
方
の
主
張
を
知
っ
た

上
で
、
ご
自
分
で
判
断
さ
れ
る
よ
う
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

MESSAGE

社
会
に
出
て
も
理
系
の
学
び
を

　今
年
は
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
の
影
響
で
、
冷

夏
と
な
る
予
想
も
ど
こ
へ
や
ら
、
梅
雨
入

り
前
か
ら
暑
く
な
り
、
梅
雨
入
り
に
よ
っ

て
一
旦
暑
さ
が
収
ま
っ
た
と
安
心
し
て
い

た
が
、
梅
雨
が
明
け
て
み
れ
ば
、
更
に
暑

い
。
例
年
に
な
い
暑
さ
が
続
い
て
い
る
。

こ
こ
数
年
の
気
象
は
、
前
例
が
参
考
と
な

ら
な
い
状
況
の
よ
う
で
、
気
象
庁
の
発
表

も
余
り
当
た
っ
て
は
い
な
い
。
気
象
だ
け

で
は
な
く
、
社
会
も
変
化
を
続
け
、
自

身
の
業
務
で
も
前
例
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
で
考
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
が
増
え
て
き
た
よ
う
に
思

え
る
。
こ
の
同
窓
会
の
こ
れ
か
ら
を
考
え

る
場
合
で
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
と
思

う
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
る
た
め
に

も
、
会
員
の
皆
様
の
生
の
声
が
聴
き
た
い

と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。�

（
久
）

 

＊ 

編
集
後
記 

＊

　
常
磐
大
学
同
窓
会
事
務
局
は
、
会
員
の
皆
様
に
大
学
の
情
報
、
同
窓
会
活
動

の
情
報
を
お
届
け
す
る
た
め
「
と
き
わ
の
風
」
を
編
集
・
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
会
報
が
会
員
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
の
か
、
ま
た
会
員
の
皆
様
が
会
報
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
情
報
を
求
め
て
い

る
の
か
を
知
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
会
報
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
常

磐
大
学
同
窓
会
事
務
局
ま
で
メ
ー
ル
に
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
同
窓
会
事
務
局

と
し
て
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・
ご
要
望
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

［
送
付
先
］
常
磐
大
学
同
窓
会
事
務
局

　

dosokai@
tokiw

a.ac.jp

【「
と
き
わ
の
風
」
へ
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。】

人間科学部長・教授
常磐大学同窓会顧問

三澤　　進
筑波大学大学院物理学研究科博士
課程単位取得退学。理学博士
専門：�物性理論物理学、複雑系の

科学

先生

体
育
会
＆
文
化
連
合
活
動
報
告

 

■ 

吹
奏
楽
団

 

■ 

弓
道
部

　異
動
情
報
の
更
新
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　ご
住
所
や
ご
氏
名
の
変
更
等
に
よ
り
、
本
会
か
ら
の
ご
連
絡
を
お
届
け
で
き
て
い
な
い

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　ご
住
所
や
ご
氏
名
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　そ
の
他
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま
の
近
況
報
告
等
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

＊
同
窓
会
のH

P

か
ら
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

http://w
w
w
.tokiw

a.ac.jp/̃dosokai

　メ
ー
ル

：dosokai@
tokiw

a.ac.jp
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　水
戸
市
見
和
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‐
１

　常
磐
大
学
内

　常
磐
大
学
同
窓
会
事
務
局
宛


